
２０１６年１１月６日 主日礼拝   ＜誕生祝福式・洗礼式＞ 
 

司  会        ①秋葉兄    ②間兄    ③土屋英兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三畑兄    ②水谷兄 

 

                                       賛  美  聖歌４６４番「罪とがをゆるされ」 

                 （勝利勝利ハレルヤ！）（主イエスをほめよ） 

   主の祈り 

    

聖  書    ①②マタイによる福音書 １３章1～９節  （Ｐ２０） 
                     ③              へブル人への手紙 ５章７～１２節  （Ｐ３４７） 
                                                                                                                                             

音  楽                                                  ①  感謝組 

         ②③Wｉｎｇｓ 

証  詞                        ①②高木浩子姉（ハンナ会） 

      

メッセージ   ①②           「さばくが歌う！」           坪井永城副牧師 

                                               ③   「イエス様の激しい叫びと涙」                         大川従道牧師 

 

賛  美                    「カルバリ山の十字架」 （３９９番）（献金・東京伝道の為） 
頌  栄  「わが魂いざたたえよ」 （４８０番） アーメン 

                                                                    祝   祷                        

 

【大和ニュース】  

☆受洗おめでとうございます。①中山晃兄（アブラハム会）（久保田奏子姉のお父様）。 

・ 本日より３回シリーズで「入門講座」。９時。２階R・R。講師は倉知副牧師。 

・ 本日、ICA援祷会、バルナバ会、ヨシュア会、J.Plus（中・高・学・青）あり。 

* 東京カルバリーは５時。広尾の教会。説教は大川牧師。独唱は坪井師。 

 

・ 今週の祈祷会は特別聖餐式。水曜夜と木曜朝。説教は大川牧師。(木、ナオミ会・折り紙) 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時から１０時半。説教は大野メディア主事。 

☆ご結婚おめでとう！！大熊太郎様と能瀬祐子様。土曜１４:３０。当泉チャペルにて。 
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石の枕  
  

 私たちはいつも悩み考える。なぜ？祈りの答えが遅いのか。もっと即決に問 
題解決とはいかないのか。なぜ時間がかかるのか？ 
 イエス様の十字架は、朝の９時から午後３時までの６時間。何をしておられ 
何を考えておられたのか。凡人牧師には分からないことだらけ。同じ死んで下 
さるのなら、即死の方がよいのに、なぜ時間をおかけになられ、「すべてが終 
わった。すべては成就した。完成した」と言われて救いを完成されたのか。 
 勿論、この救いの御業は完ぺき。今キリストを救い主として信じて心にお迎 
えするなら、罪ゆるされ、神の子とされ、永遠の生命を約束される。今日も 
受洗者が与えられて感謝いっぱい。ともかく「信じてバプテスマ（洗礼）を受 
ける者は救われる」（マルコ１６の１６）。洗礼式のたびに、その恵みを味わえるの 
は、礼拝に出席しているものの特権だ。 
  
 二日前のこと。９時から１５時まで、イエス様の十字架の時間帯を意識して 
「断食祈祷会」がなされた。４時間近くもかけて、遠くからこの祈祷会に来ら 
れる初老の紳士がおられる。祈りの課題をいっぱいもって、「祈りの家」ととな 
えられる教会で、何十人もの聖徒たちと共に祈る。日頃祈りの時間の足りな 
いことを示されているこの凡人牧師にとって、月１回の断食祈祷会は、非常に 
ありがたい。反省も多くするが、徹底して祈れること、瞑想して、大切な真理 
を沈思黙考できることは、月一回の宝の時間だ。 
 今回も上述の難問。「なぜ、時間をおかけになるのか？」という何千年もの 
間考え続けられてきた人間としての根本的課題と取り組めて収穫大であった。 
 きこ書房から出版された『あきらめなかった人々』（デニス・キンブロとナポレオン 
・ヒル共著）は非常に教えられるところ大である。 
 レイ・チャールズのことが出ていた。ピアノ大好きな彼に「お前にピアノな 
んて弾けないさ！」と、教師から生徒への忠告である。屈辱に慣れっこの南部 
の黒人少年とは言っても、さぞかし打ちのめされたことであろう。彼は７歳で 
失明。お母さんのことば。「お前は目が見えないけどバカじゃないわ。視力は 
なくなったけど、知力はあるのよ」。レイは、この言葉を忘れたことがない。 
唯一の希望は、母の言葉だった。数年前、彼の通った教会の礼拝に出席したこと 
を想い出して感謝いっぱい！！ 
 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：ヘブル３章～９章  Ｂコース：エレミヤ４３章～エゼキエル３章 


